
2026 年 9月 16 日     

大谷大学                

 教育学部教育学科幼児教育コース     

学生支援部教務課 

キャリアセンター       

 

幼児教育コース卒業生アンケートの公表について（一部抜粋） 

 

【実施期間】 

2026 年 8月 3日～8月 18 日 

 

【対象】 

教育学部教育学科幼児教育コース 

2024 年度卒業生 計 69名 

 

【回答者数】 

15 名（回答率 21.7％） 

 

【設問】 

1.以下の能力（知識・技能等）について、大学での学びにおいて身についたと感じるものについて回答して 

ください。回答にあたってはよろしければ以下の資料も参考にしてください。 

 

 
 



 

 

2.在学中の、幼児教育コースでの学びや活動を通して、特に身についたと思う能力（知識・技能等）について 

記入してください。（回答一部抜粋） 

 

・子ども主体の保育を考える力。子どもがなぜその行動をしているか背景を知ろうとし、考える力。 

・子どもの発達とそれに伴う心理についての学び。 

・子ども、保護者･保育者同士との関わり方で気をつけた方がいいところ。わらべうた、手あそび。 

グループで現場を想定した設定保育を行うことで実践力が身についた。 

・子どもにとっての「遊び」の重要性と、それを支える保育者の役割について深く理解することができました。 単

に遊ばせるだけでなく、子どもの興味・関心を引き出す「環境構成」の重要性や、子どもの想いに寄り添いながら

「遊びをより豊かに広げていくための適切な関わり方」を身につけることができたと感じています。  

・子どもの発達は人それぞれで、教科書通りではない為、実際に子どもたちと関わる機会が多くあったことが、一人

ひとりに合った保育を行う大切さ、また、色々な保育の引き出しを学べたと思う。 

・図工や音楽はもちろん、科目内での実践的な授業は、保育をしていく中でふと思い出して取り入れたりすること

も多いです。座学ももちろんですが、現場で 1番役に立っているのは実践的な活動の内容です。 

・ボランティア含め実技が多かったため、実践的な能力が身に付いたと思う。 

・幼児の発達段階や保育における基礎的な知識を学ぶことができた。また、実習だけでなく実践体験演習での現場

経験により、子どもとの関わり方や教師の声かけ、保育の行い方を間近で感じることができ、技能を高めること

ができた。 

・子どもへの寄り添い方や関わり方についての能力 

・心理士の実習で、支援の必要な子に１週間実習したこと。あの時は知識もなくどのように関わればいいのかわか

らないが、働くようになってから以前の実習の出来事があったからこそ「次はこう関わってみよう」と考え動く



ことができた。 

・コミュニケーション能力。 

・学生時代、ピアノの先生に丁寧に指導していただいたお陰で、今でも苦手意識はありますが、少し練習すれば大抵

の曲は楽しんで弾けるようになりました。 

 

【回答結果を受けて】 

幼児教育コースでは、保育現場での体験的学びと大学での理論的学びの往還を理念に掲げ、人としても保育者とし 

ても成長し続けられる人物の養成に取り組んでいます。 

今回いただいた卒業生のみなさんの言葉は、まさに本コースの理念を体現したものであり、大変嬉しく思いました。 

いただいた貴重なご意見をもとに、社会で活躍できる人物の育成に向け、今後も教育の充実に努めてまいります。 


